
学校における情報モラル教育の推進 

－秋田県の児童生徒及び保護者の 

     実態を踏まえた「心を育てる」指導－ 

                                                 （１年次） 
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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

近年の情報通信機器の発達には目覚ましいものがあります。インターネットでは多くの

情報を瞬時に入手することができ，またメール，ＳＮＳなどでは，手軽にコミュニケーシ

ョンが取れるようになってきています。多くの人たちにとって便利なツールとなっていま

すが，情報通信機器の急速な進歩に対して利用する上での注意が不十分なため，トラブル

に巻き込まれるケースは少なくありません。

情報モラル教育の推進については，これまで秋田県総合教育センター（以下，当センタ

ー）では，平成21年度「学校全体で組織的・計画的に取り組む情報モラル指導の在り方」，

平成22年度「学校における情報モラル指導の在り方」，平成25年度「校内情報モラル教育

推進に向けた研修の在り方」の研究を行い，研修プログラム，年間指導計画案，学習指導

案，教科横断的な指導の在り方等を示し成果を上げています。

現行の小・中学校学習指導要領では，総則で「情報モラルを身に付け，適切に活用でき

るようにするための学習指導を充実すること」や，道徳で「情報モラルに関する指導に留

意すること」が明記され，平成27年度に一部改正された学習指導要領及び学習指導要領解

説「特別の教科 道徳編」では，情報モラルの指導について，より具体的に記述されてい

ます。

また，秋田県学校教育の指針には，全教育活動を通じて取り組む共通課題として，情報

教育が挙げられ，重点項目の一つに情報モラル教育の推進が示されています。情報モラル

は，これからを生きる児童生徒にとって必要な生きる力の一つであると捉えることができ

ます。そして，このことは，当センターの基本研究課題である「生きる力を豊かに育む特

色ある学校の創造」に結び付くものです。

これらを踏まえ，秋田県内の小・中学校において情報モラル教育を推進するためには，

児童生徒，保護者等の情報モラル教育に対するニーズと児童生徒を取り巻く状況を把握す

るとともに，道徳の時間を通して，県内の児童生徒の状況に即した指導を行うことが必要

であると考えます。

２ 研究のねらい

本研究では，秋田県教育庁義務教育課が実施した「平成27年度 携帯電話，スマートフ

ォン，インターネット利用実態調査」（以下，利用実態調査）の結果や，平成21年９月か

ら活動を開始した現行の学校ネットパトロール事業（以下，ネットパトロール）のデータ

を分析しました。これらの分析から，本県の児童生徒及び保護者の実態を把握し，小・中

学校での道徳の時間における情報モラル指導モデルを作成・提供することで，県内小・中

学校の情報モラル教育の一層の充実に資することをねらいとしています（図１）。
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３ 研究の内容

図１ 研究の基本構想図
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Ⅱ 秋田県の児童生徒及び保護者の実態と
課題

１ 児童生徒と保護者の認識の差

図２は，利用実態調査における児童生徒への設問「あなたは自分専用の携帯電話，スマ

ートフォン，通信機能付き端末を持っていますか」，及び保護者への設問「お子さんは自

分専用の携帯電話，スマートフォン，通信機能付き端末を持っていますか」について「持

っている」と回答した割合を示したものです。

図２ 情報通信機器の所持の状況 図３ 所持している情報通信機器の種類

この図から，情報通信機器の所持については，児童生徒と保護者の間に認識の差がある

ことが分かります。特に小学生では，その差が顕著です。児童生徒が所持している情報通

信機器は，どの学年においても通信機能付き端末が最も多く，スマートフォン，携帯電話

がそれに続いていますが（図３），ゲーム機器に通信機能が付いていることを認識してい

ない小学生の保護者が多いことが推測できます。

２ コミュニケーションアプリの利用

スマートフォンは便利な現代生活のツール

であり，様々な場面で利用されています。図

４は，児童生徒への設問「ＬＩＮＥ等のコミ

ュニケーションアプリを利用していますか」

について「利用している」と回答した割合を

示したものです。

この図から，コミュニケーションアプリの

利用は学年が進行するにつれ増加し，中学校

第３学年では約７割の生徒が利用しているこ 図４ コミュニケーションアプリの利用状況
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とが分かります。特に，小学校第６学年から中学校第１学年の増加が著しく，中学校入学

時にスマートフォンを持ち始める生徒が多いことが推測できます。また，小学校第４学年

で19.4％，小学校第６学年では34.2％の児童が利用しているという実態から，コミュニケ

ーションアプリ利用の低年齢化は確実に進んでいると言えます。

これらは，近年増加しているコミュニケーションアプリを介したトラブルの増加に深く

関係していると捉えることができます。

３ スマートフォンにおけるフィルタリング機能の利用

「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律」（図

５）や「電気通信事業法」等により，未成年者がスマートフォン等を利用する場合は，原

則としてフィルタリング機能を利用しなければならないことが定められています。

図５ 青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律の概要

フィルタリング機能は，児童生徒の有害

サイト等へのアクセスを防ぐ等の効果があ

りますが，児童生徒が使用するスマートフ

ォンに必ずしもフィルタリング機能が設定

されているとは言えないという実態があり

ます。図６は，利用実態調査においてスマ

ートフォンのフィルタリング機能を利用し

ていると回答した児童生徒の割合を示した

ものです。 図６ フィルタリング機能の利用状況
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どの学年でもフィルタリング機能の利用が７割未満にとどまっており，フィルタリング

機能を利用していない児童生徒が少なくないことが確認されます。また，未成年者がスマ

ートフォン等でインターネットを利用する際は，フィルタリング機能などでインターネッ

ト利用を適切に管理することが保護者の責務として示されていますが，児童生徒のみなら

ず保護者の危機意識の低さも課題として挙げられます。

４ トラブルの実態

図７は，利用実態調査において，インターネットやメールのトラブル，被害にあったと

回答した児童生徒の割合を示したものです。

小学校第４学年では，1.1％と割合は低いのですが，学年が上がるにつれて増加の傾向

にあり，特に，小学校第６学年から中学校第１学年にかけての増加が大きくなっています。

このことも，多くの生徒がスマートフォンを持ち始める時期が中学校第１学年であること

に関連していると考えられます。

表１ 主なトラブルや被害の内容と件数

図７ インターネットやメールのトラブル被害の状況

表１は，図７の設問におけるトラブルや被害内容と件数から，小学校第６学年と中学校

第１学年の状況を取り出して示したものです。内容としては，チェーンメール，迷惑メー

ル，掲示板等誹謗中傷，ＬＩＮＥ等でのトラブル，メールトラブルが挙げられます。この

ことから被害の拡大を防ぐためにも，小学生段階からの情報モラル教育が必要であると言

えます。

表２は，ネットパトロールの検索結果から，平成25年度以降の調査件数と不適切な書き

込み件数等をまとめたものです。不適切な書き込みの主なものとしては，個人情報掲載が

圧倒的に多く，他には生徒，教師，学校に対する誹謗中傷が確認されています。不適切な

書き込み件数は減少傾向にありますが，依然として掲示板等に心を痛める書き込みが残っ

ています。
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表２ ネットパトロール検索結果

また，ネットパトロールの調査件数は増えているものの，不適切な書き込みの件数は減

少しています。これは，ネットパトロールによる抑制効果等の結果，改善したように見え

ますが，そうとは言い切れない現状があります。実際に，無料通信アプリ・ＬＩＮＥ（ラ

イン）のグループから外されたり，ＳＮＳに誹謗中傷のコメントを送られたりするいじめ

の相談は増えています。

ネットパトロールでは，自由に閲覧できる掲示板等に掲載された不適切な書き込みを，

小学校，中学校，高等学校，特別支援学校の学校名から検索しています。数年前まで，児

童生徒はＷｅｂサイト上の掲示板等を中心に利用していましたが，近年は，個人間やグル

ープ内での意見交換を行うＬＩＮＥをはじめとするＳＮＳの利用が増加しています。表１

から読み取れるように，トラブルの具体的な内容については，メールが原因となっている

ものが最も多く，続いてＬＩＮＥ等が原因となっています。ＳＮＳのような会員制交流サ

イトや無料通信アプリは利用者が非公開としている場合が多いため，ネットパトロールで

の検索が難しく，実態を把握しづらい状況にあります。不適切な書き込みの発見件数の減

少は，ＳＮＳが普及し，児童生徒のコミュニケーションツールが，掲示板からＳＮＳ等に

移行したことによるものと言えます。

５ 情報モラル教育上の課題と研究の流れ

これまで述べてきたことから，本県の情報モラル教育上の課題を，「児童生徒と保護者

との認識のズレ」「危機意識の低さ」「トラブルの増加」と捉えました（図８）。

情報通信機器に関する児童生徒の利用実態は大人からは見えにくく，被害やトラブルへ

の対応が難しくなってきています。また，これからの情報通信機器の進歩は予想できない

部分が多くあります。そこで，児童生徒が情報化社会を，健康で安全にたくましく生き抜

いていくための指導が，今後ますます重要になると考えます。

- 6 -

秋田県総合教育センター　平成28年度　研究紀要



図８ 情報モラル教育上の課題

そこで，本県の児童生徒及び保護者の実態を踏まえ，本県の児童生徒には情報モラル教

育，特に「心を育てる」指導が必要であると考えました。情報モラル教育は，学校の教育

活動全体で推進するものですが，「心を育てる」という視点から，道徳の時間での実践的

研究としました（図９）。

図９ 研究の流れ
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Ⅲ 道徳の時間における授業展開例

１ 授業のねらい

周知のように，学習指導要領の一部改正により，道徳の時間が、「特別の教科 道徳」

としてスタートすることになりました。小学校の目標は，図10の記載のようになっていま

す。

図10 授業のねらい

本研究では，授業を通して，「特別の教科 道徳」の目標である「道徳的な判断力」「心

情」「実践意欲と態度」を育てます。そのためには，道徳の時間としてのねらいを確実に

達成することが必要です。それに加え，学習指導要領総則に示された，情報モラルを身に

付けることを目指します。情報モラルについては，国立教育政策研究所が作成した，「情

報モラル指導カリキュラムチェックリスト」の指導事項（図11）を参考とし，本研究では

四つの指導案を作成しました（表３）。ここでは，小学校と中学校それぞれ１例ずつ提案

します。
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図11 情報モラル指導カリキュラムチェックリスト（一部抜粋）

表３ 指導案の概要
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２ 小学校指導案

＜人とよりよく関わるために＞ 相手に思いを伝えたはずなのに･･････道 主題名・資料名
（出典 「私たちの道徳 小学校五・六年」文部科学省）

思いやりをもち，相手の立場や状況を考えて行動しようとする態度を育てる。徳 本時のねらい
【思いやり，親切】

情報モラルの指導事項（「情報モラル指導カリキュラムチェックリスト」より）
＜情報社会の倫理＞ａ３－１ 他人や社会への影響を考えて行動する。

指 導 の 展 開 例 準 備 物

１ 事前アンケート結果「電子メールについて」を見ながら，メールの機
能と長所を確認する。

導 ＜事前アンケート結果＞
＜説明＞みなさんは，携帯電話やパソコンでメールを送ったり受け取っ
たりすることがありますか？これは，みなさんに事前に取ったアンケー
トの結果です。 ・あなたは電子メールを送

ったりもらったりすること

入 がありますか？

＜発問＞友達や他の人とのコミュニケーションで大切なことは何でしょ ・電子メールのいいところ
うか。 を挙げてください。

５分 ☆指導のポイント
あらかじめ児童に，電子メールの送受信の経験の有無や電子メールの長
所についてアンケートをとっておき，その結果を提示することで，本時
のテーマについて，自分のこととして問題意識をもつことができるよう
にする。

２ 本文を読んで話し合う。

展 ＜読み物教材の概要＞ぼくと親友の健太はサッカー仲間である。二人の
やり取りが乱暴だと周りに言われることもあるが，心が通じ合っている
から平気だと思っていた。ある日の試合で，健太のミスが原因でチーム
が負けてしまった。ぼくは，健太を元気づけようとメールを送ったとこ
ろ，受け取った健太は，次の日から，明らかにぼくを避けるようになっ
てしまった。

開

＜中心発問＞ぼくと健太，二人の心がすれ違ってしまったのは，どうし
てでしょう。

３０分 ＜発問＞ぼくの本当の思いが伝わるようにするには，このメール文をど
のように変えればよいでしょう。

☆指導のポイント
健太を元気づけることができるようなメール文に修正する活動を通して，
相手と顔を合わせての会話とメールとの違いを踏まえ，相手の立場や状
況に応じて，適切な言葉を選ぶことの大切さについて考えを深められる
ようにする。

３ 友達や他の人とコミュニケーションを図る際に，大

終 切にしたいことを考える。

☆指導のポイント
秋田県の小・中学生の電子メール等のトラブル，被害
状況について紹介することによって，本時で取り上げ
る道徳的価値について自分自身のこととして考え，こ

末 の後の目標や課題を考えることができるようにする。

＜本時のねらいから＞相手の置かれている状況や気
持ちを考え，思いやりをもって行動することで，

１０分 よりよく人と関わることができますね。 平成27年度 携帯電話，スマートフォン，インターネット利用実態調査

（児童生徒・保護者用調査）集計結果（秋田県教育庁義務教育課）

＜情報モラルとの関連＞携帯電話やパソコンなどは，コミュニケーションツールとして便利な機器ですが，
電子メールをやり取りする相手の置かれている状況や立場，気持ちを考え，適切に使うことが大切です。
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前頁の指導案は秋田県の情報モラル教育上の課題の一つである，「トラブルの増加」に

対応したものです。

トラブルの原因の一つとして，言葉による行き違いがあると考えられます。人と関わり

合いながら生きていく上で，相手の立場に立って考え，相手を思いやることが大切である

ことから，内容項目を「思いやり，親切」として指導案を作成しました。

資料は，「私たちの道徳 小学校五・六年」の中の「相手に思いを伝えたはずなのに…

…」を取り上げました。相手を元気づけようと送ったメールによって，逆に友達関係がぎ

くしゃくするという内容です。

導入では，事前にとったアンケート結果を見ながら，電子メールの機能と

長所を確認し，本時のテーマである，友達や他の人とのコミュニケーション

で大切なことについて自分の考えをもちます。

ここでの指導のポイントは，電子メール使用の経験の有無や，その長所に

ついての考え等，児童の実態を提示することです。これにより，本時のテー

マについて，児童に自分のこととして問題意識をもたせることが可能です。

展開では，資料「相手に思いを伝えたはずなのに……」を読み，「二人の

心がすれ違ってしまったのはどうしてか」を，二人の置かれている状況やそ

の心情を考えながら，話し合います。そして，ぼくの本当の思いが伝わるよ

うにメール文を修正し，グループ，全体の順で意見交流をします。

ここでの指導のポイントは，メール文を修正する活動を通して，相手の立

場や状況を考え，適切な言葉を選ぶことの大切さについて考えを深めるよう

にすることです。

終末では，本時のテーマである，友達や他の人とのコミュニケーションで

大切なことについて考えます。

ここでのポイントは，秋田県のデータである利用実態調査集計結果から，

インターネットやメールのトラブル，被害のデータを提示し，自分にも起こ

りうることと実感を促すことです。これによって，これから気を付けていき

たいことなどを自分のこととして考えることができるようにします。
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３ 中学校指導案

＜節度ある生活＞ 母から子へ「スマホ１８の約束」
道 主題名・資料名

（出典 https://matome.naver.jp/odai/2135781071852189901）

節度を守り，安全で調和のある生活を送ろうとする心情を深める。
徳 本時のねらい

【節度，節制】

情報モラルとの関連（「情報モラル指導カリキュラムチェックリスト」より）
＜情報社会の倫理＞ｆ４－１ 健康面に配慮した，情報メディアとのかかわり方を意識し，行動できる。

指 導 の 展 開 例 準 備 物

１ インターネット依存症に関する新聞記事を紹介する。
・新聞記事（2013/8/1）

２ 情報機器の使用状況について県内の小・中学生へのアン 「ネット依存の中高生 国内に51万人」
ケートを見る。 ・アンケート結果

＜説明＞このグラフと表は，去年，秋田県の小･中学生にア
ンケート調査した結果です。（利用時間，利用ルールの有無，
トラブルや被害の内容）

＜発問＞これらの資料を見てどんなことを感じましたか。

☆指導のポイント
秋田県の児童生徒のデータを紹介することで，問題意識を

もって本時の学習に臨むことができるようにする。

テーマ 情報機器を利用するときに，健康のためにどんな
ことに気を付ければよいだろうか。

３ 本文を読んで話し合う。

＜教材の概要＞「スマホ18の約束」とは，アメリカのある母親が，13歳
の息子にスマートフォンを与えた際に，一緒に渡した契約書のことです。 「スマホ１８の約束」
この契約書は母親が自分で作ったものであり，息子がスマートフォンを
使用するときに，気を付けるべき内容が書かれています。 ２．パスワードは必ず私に報

告すること。

＜中心発問＞これは「スマホ１８の約束」の一部です。母親は，どんな 14．ときどき家に携帯を置い
気持ちからこのような約束を考えたのでしょう。 て出かけてください。

そしてその選択に自信を
持ってください。

＜発問＞心身の健康のために，どんなスマホの使い方をしたらいいでし 携帯は生きものじゃない
ょうか。 し，あなたの一部でもあり

ません。
携帯なしで生活すること

４ これから情報機器を利用して生活していく上で，心身の健康のために を覚えてください。
自分に必要なルールを考える。 ・

・
＜発問＞今の自分にとって必要なルールを考えてみましょう。 ・

☆指導のポイント
自分が使用している情報機器に合わせて考えさせる。考える観点として利用時間，利用場所，マナー，コミ

ュニケーション，トラブル防止等を示す。

５ 情報機器を利用するときに，心身の健康のために気を付けていきたいことについて考える。

＜本時のねらいから＞ きまりある生活を通して自らの生き方を正し，節度を守り節制に心掛け，安全で調
和のある生活の実現に努めることが，自分自身の将来を豊かにするためには大切なことである。

＜情報モラルとの関連から＞情報通信機能を持ったＩＣＴ機器は，上手に使うと楽しく，便利な道具です。
自分の心身の健康を損なわない使い方を心掛けましょう。

導

入

展

開

終

末

１０分

３０分

１０分
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前頁の指導案は秋田県の情報モラル教育上の課題の一つである，「危機意識の低さ」に

対応したものです。

情報通信機器を利用する際に，トラブルを回避したり，心身に悪影響を与えないように

するためには，決まりのある生活を通して，節度を守り，節制を心掛けることが大切であ

ることから，内容項目を「節度，節制」として指導案を作成しました。

また，資料には，以前メディアでも話題となった「スマホ18の約束」（＜資料２＞）を

取り上げました。この資料には危機を回避するための決まりが具体的に書かれており，生

徒が情報通信機器利用のルールについて考える際に参考になる素材であると考えました。

導入では，2013年８月１日の新聞記事を用い，全国の中高生のネット依存

についてふれます。その後，秋田県のデータである利用実態調査集計結果の

中から利用時間，利用ルールの有無，トラブルや被害の内訳データを提示し，

感想を交流します。

ここでの指導のポイントは，自分たちと同じ年代の人たちの中にも，ネッ

ト依存が広がっていることや，本県の児童生徒の利用実態やトラブルの現状

を知ることで，人ごとではなく，自分にも起こりうることであるという気持

ちを喚起させることです。

また，生徒の感想から，「情報機器を利用するときに，健康のためにどん

なことに気を付けていけばよいだろうか」というテーマを設定します。

展開では，資料「スマホ18の約束」を読み，「母親がどんな気持ちから18

の約束を考えたのか」についてグループで意見交換をします。

グループで出された意見の中から，心身の健康のために必要なことを考え

た上で，自分に必要なルールを決めます。

ここでのポイントの一つ目は，スマートフォンに限らずに，自分が使用し

ている情報機器に合わせて，気を付けたいことを考えさせることです。ポイ

ントの二つ目は，気を付けたいことが漠然としたものにならないように，利

用時間，利用場所，マナー，コミュニケーション，トラブル防止等の観点か

ら考えるように指導することです。

終末では，テーマに戻り，情報機器を利用するときに健康のために気を付

けることをまとめます。節度を守り，調和のある生活の実現に努めることが，

自分自身の将来を豊かにするために大切であるということに気付くことがで

きるようにします。
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Ⅳ 研究のまとめ

本研究は２年をかけて進めています。１年次の平成28年度は，利用実態調査集計結果と

ネットパトロールで得られたデータを分析し，秋田県の児童生徒及び保護者の実態と情報

モラル教育上の課題を把握しました。そして把握した実態と課題に基づいて，道徳の時間

における情報モラルの指導案を，小学校，中学校別に作成しました。これらの指導案は，

当センターホームページに掲載していますので，各学校で活用されることで，更なる情報

モラル教育推進の一助になればと考えています。

２年次は，研究協力校に授業実践を依頼し，検証，整理，分析，まとめを行い，研究を

深めることとしています。

なお，高等学校，特別支援学校における情報モラル教育推進の手立てを提案することに

ついては，本研究の成果の検証と，高等学校，特別支援学校の状況を精査し，今後の課題

としたいと考えています。
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＜資料１＞ 小学校指導案 読み物資料
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＜資料２＞ 中学校指導案 資料

グレゴリーへ

メリークリスマス！

あなたは今日からiPhoneの所有権を持つことができます。

やったね！

責任感のあるお利口な13歳なので，このプレゼントはあなたに相応しい。

しかし，このプレゼントを受理すると同時にルールや規則が付いてきます。

以下の使用契約をゆっくり読んでください。

私の親としての仕事も分かって欲しい。

あなたを健康で豊かな人間性を持った現代のテクノロジーをうまく活用していける大

人に育てなければならないということを。

以下の規則を守ることができなかった場合，あなたのiPhone所有権も無くなります。

あなたが大好きでたまりません。

あなたと何百万個ものメッセージ交換をするのが楽しみです。

＜スマホ18の約束＞

１．これは私の携帯です。

私が払いました。あなたに貸しているものです。私ってやさしいでしょ？

２．パスワードは必ず私に報告すること。

３．これは「電話」です。鳴ったら必ず出ること。

礼儀良く「こんにちは」と言いなさい。

発信者が「ママ」か「パパ」だったら必ず出ること。絶対に。

４．学校がある日は7:30pmに携帯を私に返却します。

週末は9:00pmに返却します。

携帯は次の朝の7:30amまで電源オフになります。

友達の親が直接出る固定電話に電話出来ないような相手ならその人には電話もSMSも

しないこと。

自分の直感を信じて，他の家族も尊重しなさい。

５．iPhoneはあなたと一緒に学校には行けません。

SMSをする子とは直接お話しなさい。

話すことは人生のスキルです。
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６．万が一トイレや床に落としたり，無くしたり，破損させた場合の修理費用は自己負担

です。

家の芝生を刈ったり，ベビーシッターをしたり，お年玉でカバーしてください。

こういうことは起こります，準備しておいたほうがいいでしょう。

７．このテクノロジーを使って嘘をついたり，人を馬鹿にしたりしないこと。

人を傷つけるような会話に参加しないこと。

人のためになることを第一に考え，喧嘩に参加しないこと。

８．人に面と向かって言えないようなことをこの携帯を使ってSMSやメールでしないこと。

９．友達の親の前で言えないようなことをSMSやメールでしないこと。

自己規制してください。

10．ポルノ禁止。私とシェアできるような情報をウェブで検索してください。

質問などがあれば誰かに聞きなさい。なるべく私かお父さんに聞いてね。

11．公共の場では消すなり，サイレントモードにすること。

特にレストラン，映画館や他の人間と話す時はそうしてください。

あなたは失礼なことをしない子です，iPhoneがそれを変えてはいけません。

12．他の人にあなたの大事な所の写真を送ったり，貰ったりしてはいけません。

笑わないで。あなたの高知能でもそういうことがしたくなる時期がやってきます。

とてもリスキーなことだし，あなたの青春時代・大学時代・社会人時代を壊してしま

う可能性だってあるのよ。よくない考えです。

インターネットはあなたより巨大で強いのよ。

これほどの規模のものを消すのは難しいし，風評を消すのもなおさら難しい。

13．写真やビデオを膨大に撮らないこと。すべてを収録する必要はありません。

人生経験を肌身で体験してください。すべてはあなたの記憶に収録されます。

14．ときどき家に携帯を置いて出かけてください。

そしてその選択に自信を持ってください。

携帯は生きものじゃないし，あなたの一部でもありません。

携帯なしで生活することを覚えてください。

流行に流されない，FOMO(自分だけが取り残されるていると思ってしまう不安感)を気

にしない器の男になってください。
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15．新しい音楽，クラシック音楽，あるいは全員が聞いている音楽とは違う音楽をダウン

ロードしてください。

あなたの世代は史上もっとも音楽にアクセスできる世代なのよ。

この特別な時代を活用してください。あなたの視野を広げてください。

16．ときどきワードゲームやパズルや知能ゲームで遊んでください。

17．上を向いて歩いてください。

あなたの周りの世界を良く見てください。

窓から外をのぞいてください。

鳥の鳴き声を聞いてください。

知らない人と会話をしてみてください。

グーグル検索なしで考えてみてください。

18．あなたは失敗する。

そのときはこの携帯をあなたから奪います。

その失敗について私と話し合います。

また一からスタートします。

あなたと私はいつも何かを学んでいる。

私はあなたのチームメイトです。

一緒に答えを出していきましょう。

--------------------------------------------------------------------------------

この条件を合意してくれることを願っているよ。

ここにリストしてあるほとんどの条件は人生をうまく生きるための条件にも当てはま

るものだから。

あなたは常に激変していく世の中で成長しています。

とてもエキサイティングで気を引く体験だと思う。

できるだけシンプルに物事を考えて行ってください。

どんな機械やガジェットよりも自分のパワフルな考え方と大きな心を信じてくださ

い。

あなたが大好きなのよ。あなたの素晴らしいiPhoneを楽しんでね。

母より。

（出典 https://matome.naver.jp/odai/2135781071852189901）
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＜資料３＞ 情報モラル指導カリキュラムチェックリスト

(出典 国立教育政策研究所教育課程研究センター「情報モラル教育実践ガイダンス」)
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センター研究 

学校における情報モラル教育の推進 
- 秋田県の児童生徒及び保護者の 
     実態を踏まえた「心を育てる」指導 - 
                 （１年次） 

主幹 (兼 )班長 

主 任 指導主事 

 

 

指 導 主 事  

研修班 

中 川 一 志 
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亀 沢  勉 

稲 川 一 男 
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